
コンフリー（シンフィツム）
摂取してはいけない

「スタミナ増強の効果がある」などとされ、

健康食品としてインターネットで販売されて

いました。しかし、肝臓障害の被害が海外で

多数報告されたことから、厚生労働省は平成

１６年、コンフリーを含む食品の製造・販売を

禁止するとともに、消費者にも摂取しないよ

う注意を呼びかけています。

自生したり自家栽培したコンフリーも、食

用として摂取することはやめましょう。

コエンザイムQ１０
安全性のデータ不足

医薬品として１日３０㎎の用量で承認されて

いますが、「いわゆる健康食品」としても１

日３０～３００㎎の製品が流通しています。因果

関係は不明ですがコエンザイムＱ１０を含む食

品で腹痛やおう吐などの健康被害が報告され

ています。

このため厚生労働省の依頼で食品安全委員

会が健康影響評価をしましたが、「安全性に

ついてのデータが不足しており、安全な摂取

上限量を決めることは困難」との結論を出し

ました。これを受けて厚生労働省は８月、「い

わゆる健康食品」について、医薬品の１日摂

取用量（３０㎎）を超えないよう、また事業者

の責任で安全性の確認をするよう指導すると

しています。利用者は摂りすぎに注意しま

しょう。

アガリクス
発ガン性で回収商品も

２月、アガリクス（カワリハラタケ）を含

む３商品について、厚生労働省はラットを用

いた発ガン性試験で１商品に発ガン促進作用

を確認して、同製品の自主的販売停止と回収

が行われました。他の２商品とともに食品安

全委員会に健康影響評価を依頼中なので、そ

の結果に注目しましょう。

サメ肝油など
ダイオキシン検出も

サメ肝油を原料とする「いわゆる健康食品」

５品目中１品目から、高濃度のダイオキシン

類が検出されたことから、厚生労働省は８月、

当該業者に販売中止と回収を指導し、販売者

からその旨に従うとの報告を受けています。

「いわゆる健康食品」は、通常の食品と同

様に各事業者が自らの責任で製品の安全を確

認することになっています。しかし中には品

質管理の不十分なものや、予期しない健康被

害のおそれのある商品もあります。

特に、成分が凝縮された錠剤やカプセル状

の健康食品は、摂りすぎに注意が必要です。

健康食品に関する安全性・有効性情報を掲

載している（独）国立健康・栄養研究所のホー

ムページなどで確認しましょう。

「いわゆる健康食品」は、健康に

関する効果を表示していても科学的

根拠のない食品や予期しない健康被

害をもたらすものもあります。新し

い情報に注目しましょう。

いわゆる 健 康 食 品

安全性の確認
しっかりと

―健康被害も―
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食
品
添
加
物
と
は
？

食
品
を
加
工
し
た
り
製
造
す
る
と
き

に
、
食
品
の
加
工
や
保
存
の
た
め
に
添
加

し
た
り
、
混
ぜ
合
わ
せ
た
り
し
て
使
用
す

る
も
の
を
言
い
ま
す
。

食
品
添
加
物
に
は
、
化
学
的
に
合
成
さ

れ
た
も
の
と
天
然
の
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
わ
が
国
で
は
そ
れ
ぞ
れ
使
用
で
き
る

食
品
添
加
物
を
指
定
し
、
使
用
し
た
食
品

添
加
物
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
表
示
し
ま

す
。

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？

食
品
添
加
物
は
下
表
の
よ
う
に
４
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
指
定
添
加

物
」
は
厚
生
労
働
大
臣
が
、
安
全
性
と
有

効
性
を
確
認
し
て
指
定
し
た
添
加
物
で
、

新
た
に
指
定
す
る
場
合
は
天
然
も
合
成
も

指
定
添
加
物
に
な
り
ま
す
。
輸
入
食
品
の

増
加
で
、
わ
が
国
で
は
指
定
さ
れ
て
い
な

い
食
品
添
加
物
が
次
々
に
検
出
さ
れ
た
た

め
、国
が
主
体
的
に
指
定
す
る
例
が
多
く
、

平
成
１４
年
以
降
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

「
既
存
添
加
物
」
は
、
天
然
添
加
物
と

し
て
長
い
間
の
使
用
実
態
が
認
め
ら
れ
た

天
然
添
加
物
で
、
安
全
性
に
問
題
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
り
使
用
実
態
の
な
い
も
の

は
指
定
を
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

食
品
添
加
物
は
安
全
？

食
品
添
加
物
を
新
た
に
指
定
す
る
場
合

は
、
安
全
性
を
も
っ
と
も
重
視
し
て
指
定

し
ま
す
。
安
全
性
の
確
認
の
た
め
急
性
毒

性
、
慢
性
毒
性
、
発
ガ
ン
性
や
催
奇
形
性

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
試
験
が
行
わ
れ
、
安
全

率
を
見
込
ん
だ
１
日
摂
取
許
容
量
（
Ａ
Ｄ

Ｉ
）
に
基
づ
き
使
用
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
指
定
さ
れ
た
当
時
は
安
全
と

見
な
さ
れ
た
添
加
物
で
も
、
そ
の
後
問
題

が
生
じ
て
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
り
、
現

在
も
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
個
々
の
添
加
物
は
安
全
で
も
何

種
類
か
を
同
時
に
摂
取
し
た
場
合
の
相
互

作
用
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
最
近
も
、
安
息
香
酸（
保
存
料
）

と
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸
（
酸
化
防
止
剤
）
が

あ
る
条
件
下
で
反
応
し
、
有
害
な
化
学
物

質
の
ベ
ン
ゼ
ン
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
検
出
量
の
多
か
っ
た
製
品
の
回
収

要
請
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

上
手
な
つ
き
合
い
方

�
食
品
に
使
用
さ
れ
た
食
品
添
加
物
は
、

原
則
と
し
て
す
べ
て
「
原
材
料
名
」
欄
に

表
示
さ
れ
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
よ
り
原

材
料
と
添
加
物
は
区
別
し
、
重
量
順
に
記

載
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
原
材
料
の
後
に
最

初
に
記
載
さ
れ
た
添
加
物
か
ら
後
は
す
べ

て
添
加
物
で
す
。
表
示
を
よ
く
見
て
添
加

物
数
が
少
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

�
不
必
要
な
添
加
物
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

特
に
幼
児
や
子
供
に
は
、
見
た
目
を
美
し

く
す
る
濃
い
着
色
よ
り
無
着
色
か
薄
い
着

色
の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

�
家
庭
で
の
手
作
り
食
品
は
、
ほ
と
ん
ど

添
加
物
ゼ
ロ
。
加
工
食
品
に
頼
ら
ず
、
手

作
り
を
心
が
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
加
工
食
品
に
は
食
品
添

加
物
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
知
っ
て
お

き
た
い
食
品
添
加
物
の
知
識
と
、
上
手

な
つ
き
合
い
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

（品目数）２００６年１１月

指定添加物
（３６１）

既存添加物
（４５０）

天然香料
（６１２）

一般飲食物添加物
（１０４）

食
品
添
加
物
の
知
識
と

上
手
な
つ
き
合
い
方

食品添加物の分類

表示の一例 線部は食品添加物

名 称 ベーコン

原 材 料 名 豚ばら肉、砂糖、食塩、卵たん白、植物性たん白、

香辛料、リン酸塩（Na）、調味料（アミノ酸）、

酸化防止剤（ビタミンC）、発色剤（亜硝酸Na）、

コチニール色素、（原材料の一部に大豆を含む）

内 容 量 ３００グラム

賞 味 期 限 ××．××．××

保 存 方 法 １０℃以下で保存すること

製 造 者 北海道○○市○○町○○条○○番地
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